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発表演題名 福井県における PM2.5 成分組成の地域特性について 

学会名 第４５回 環境保全・公害防止研究発表会 

発表者名 岡 恭子 （環境部） 

開催場所 島根県民会館 （島根県松江市） 

開催日時 平成３０年１１月１５日（木）～１６日（金） 

発表内容 平成 26 年夏季から平成 29 年夏季まで、福井県内の立地の異なる 3 地点

（沿岸部の越廼、市街地の福井、山間部の六呂師）で微小粒子状物質（PM2.5）

の成分分析を行い、福井県における PM2.5 成分組成の地域特性および越境

大気汚染の影響について考察を行った。     

その結果、３地点とも、春季は質量濃度の調査年度・地点間の差が小さ

く、秋・冬季は、春・夏季よりも濃度が低かったなど、共通する特徴がみ

られた。また、沿岸部では海塩粒子の影響がみられ、市街地では冬季に硝

酸イオン濃度が高かったなど、各地点に特化する特徴もみられた。 

また、福井県の PM2.5 の主成分は、硫酸アンモニウム、硝酸アンモニウ

ムと炭素成分とみられ、特に市街地では、他の２地点に比べて炭素成分と

硝酸成分の濃度・割合が高い傾向にあり、地域汚染の影響と考えた。 

平成 27 年度夏季調査期間の後半は、大陸からの越境大気汚染の影響とみ

られる高濃度期であったことから、この時期に特徴のあった成分の濃度や

割合を基準値として、越境大気汚染優先型の日を求めた。また、後方流跡

線解析で、大陸（朝鮮半島含む）を経由した場合を調べたところ、成分分

析の結果から求めた日とは必ずしも合致しなかった。そこで、基準値を変

更したところ、合致率は改善した。 

 


